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都市居住高齢者の 室内環境 に 関す る 実態測定調査
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　　 Recently，　the　rapid 　decrease　ofnatural 　environment 　in　the　urban 　area 　has　changed 　the　hu皿 an 　residential 　environment ，　and

the　time 　pcople　spend 　in　artificial 　environment 　is　increasing．The 　elderly 　seem 　to　be　affected 　more 　than 　the　young 　by　their　living

environment ．　We 　made 　an 　investigation　to　examine 　and 　compare 　the　summer 　and 　au 加 mn 　indoor　environments 　of　the

”independent「’elderly 　who 　are 　able 　to　live　by　themselves，　and 　of 　thピ
’bedridden”elderly 　who 　have　to　stay　in　the　houses　all　day

and 　be　nursed 　in　Toshima −ku，　Tokyo ，

　　 From　the　survey ，　the　therrnal　environment 　of　the
”bedridden「’elderly　was 　found　to　bc　more 　stable 　than　that　of　

”independent”

elderly ．　Indoor　air　quality　ofthe 　elderlies　housc　was 　generally　fine，　but　the　management 　of　indoor　thermal 　environment 　was

suggested 　to　be　important．

1 ．は じめ に

　 近年、都市部で は人為的 に つ く られた環境の 拡大 と

自然環 境の 急激な減少に 伴い 、居 住環 境の 変化 が進 ん

で い る。また 、人 口 の 高 齢化 に伴い 、こ の よ うな人 工

環境下で 生活 せ ざる を得 な い 高齢者 が増大 して い る。

　 高齢者 は若 年者 に 比 べ 環 境温度 に対す る 調節反応が

遅延 し 1｝、また居住温 熱環境 へ の 対応の 仕方に も特徴

が み られ る 2）
。 夏期に お い て は 種 々 の 慢性疾患 を有 し

重症熱 中症 に罹 りや す い・1） こ と 、真菌に よ る 夏 型過 敏

性肺炎 4〕 な どの 感染症や ア レル ギー性疾患な ど、居住

環境に よ る健康 に 及 ぼす影響 が大き い こ とが報 告 され

て い る 。

　加齢 に よる身体 機能 の 低下は、様 々 な環境因子に 対

す る抵抗力や適応能力を弱める の で 、高齢者に お い ては

より安全で 快適な居住環境の確保が重要で ある。ことに寝

たきり高齢者や 日常生活 の 自立度 の低 い高齢者にお い て

は、一日 の ほ とんどを限 られ た 居 室 で 生 活 し、居住 環 境 に

暴 露 され る 時 間 が 長 い た め 、一層 安全 で 衛 生 的な環境 の

確保が必要と考えられる。しかし、温 熱環 境や 空気質、落 下

真菌量等を含めた高齢者 にふさわし い 居住環境水準に っ

い て の研究や調査は十分とは い えな い の が現状で ある。

　そ こ で 我々 は、過密化し た都市部 の 住宅地 で あ る 東京

都豊島区で 、高齢者居室 の 室 内環境 （温湿度 ・空気質・換

気率・カビ指数・落下真菌）実態とそ の問題点を明らか にす

ることを 目的とした調査 を夏期 ・
秋 期に 行 っ た。

2．調査 方 法

（1）調 査 地域の概要

　 豊 島 区 は 東 京 都 区 部 の 西 北 部 に 位 置 し、面 積 は

13．01km2、入 口 は234，680人 で 、世帯 数は 121，828 世帯 、人

口 密 度は 18，038 人 fkm2 〔平 成 7年 10月 1日）で あ る。65歳以

上 の 高齢者 人 口 は 37，413 人、高齢者率は 15．85％（平成 7年

1月 1日 現在）で ある。こ の うち寝たきり高齢 者は 1，325 人 で 、

寝たきり高 齢者率 は 3．5％（平成7年9月末現在）で あ る。区 内

に は 100 余りの 高齢者クラブがあり、約 13，000人、60歳以上

の 4人 に 1人 が加 入して い る。

（2）調査 対 象者

　豊 島区に在住する高齢者24名を対象とした。高齢者のう

ち寝 たき り高 齢者 は 介 護相談 セ ン タ
ー

の 訪 問看護 登録者よ

り、厚 生省 の 『障害老人 の B 常生活 自立度（寝たきり度）判定

基準 』にお けるラン クB ・C の 者を選定依頼し た 。 自立高齢

者は池袋保健所 を通 し て 豊島区高 齢者クラブに 協 力を得

た。1日の ほとんどを限られた居室 内で 生活せざ るをえな い

高齢 者 13名を 「寝た き り群 」、介護を 必要 とせ ず 自分 の 意志
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Table　l　Age　and 　number 　of 　the　subjects

Age（year） 〜6970 〜7980 〜 TotalAv 　、Ae
M 　　F 鹹　　FM 　　 FM 　 　F

BedrlddenInde
　endent2

　　11

　 32
　　23
　　11

　　 51
　　 25

　 　8　 13
5　 　6　 1177

．771
．2Bedridden

−！1199R91］ggn1d　 dt 　 3　 4 　 4

Table　2　Family　construction

　 　 　 Alorle　 S　 ouse 　 Chi旧ren

　 　 　 　 1　　　 4　　 　　8

Tab］e 　3　Material　of 　the　hous．　es
　 　 　 　 　 Wood 　 Concrete
Bedridden 　　　　　 1　　　　　 12

−Ilg91Rgnggn1d　 dnt 　 6− s

一
一
Bedridden　　　　　　 2　　　　　　　　11　　　　　　　　8

！lnggRgngen1d　 dt 　 7　 4　 4

で 外 出で きる 高齢者 11名を 「自立 群 」とし、比較 検 討 し た。

（3）調査期間および 調査 項 目

　 1995年8月 3 日から1995 年 10月 24日 まで とした。

1）室内温湿度 ：温湿度デ
ー
タロ ガー

（タバイエ ス ペ ッ ク社製）

を寝室の 床上 約 50cmに 設 置 し、30分 ごとに室内温湿度を

測定した。設置場所は直射 日光 および ク
ー

ラ
ー

の 気流 が直

接影響を与えな い ところを選んだ。解析に使用した期間は、

8月と9月 の 外気温湿 度デー
タから平年 値 に 近 い 連続した

10日間〔8月 19日か ら28 日、9月15 日か ら24 日、以下そ れぞ

れを8月期、g月期とする）を抽出した。外気温湿度データは、

気象庁束京管区 気象台 の 地上気象観測 原簿 の 8 月 1日 か

ら9月30 日まで の 1時 間ごとの 温 湿度デー
タを活 用 し た 。

2）換気率 ：測定には SF6 ガ ス（六 フッ 化硫黄ガ ス）と、フ レ ッ ク

ス ポ ン プ（近江オドエ ア
ー

サ
ービ ス 社 製）を用 い 、室 内空気

を2回採取した。分析方法は、SF6ガ ス 濃度測 定を音響振動

型ガ ス 分 析機械 （B ＆ K 社製）に よ り行 い 、1回 目 と2回 目 の

SF6 ガス 濃度 比 か ら換気率を求め た 。

3）空 気質 ：2）で 採取した空気中 の
一

酸化炭素（CO ）、二 酸

化炭素（CO2）、ホル ム アル デヒド〔HCHO ）濃度を音響振動型

ガス 分析機械 を用 い て測定した。比較検討 に あっ たては 住

宅 に関す る基準が 日 本 で は定 められ て い な い ため、ビル管

理衛 生法や WHO な どの 室 内環境 条件 の 基準値 を 用 い た。

4）カビ指 数 ：カビ発生環境検 出チッ プ（カビセ ンサ
ー
）5）を8月

期と9月期にそれぞれ設置した。設置場所は寝室と居室、対

象者が使用 して い る寝具の敷き布 団 の 計3カ所 とした。分

析は、調査期間 内の 空気環境に 対するセ ンサー菌の応答

（成長菌糸 の 長さ）か らカビ指数を算出し た。

5）落下真菌 ：落 下真菌採取 に あたっ て はサブロ ウ寒天培地

およびカン ジダGS 培 地 の シ ャ
ーレ の 蓋 を取り、寝 室に 20分

間静置し再び蓋 をした。共 に室温 に て 5日間放置培養後 、コ

ロ ニ
ー

数および菌種 の 同定を行 っ た。

6）聞き取り調査 ：属性 、温 湿度 に 対する体質 、環境 評価、住

宅構造、生活 習慣などに関す る項 目に っ い て 面接 聞き取り

調査を実施し た。

3．結 果

（1）対象属性

　調査対 象者の 属 性に つ い て Table　1か らTable　4に 示す 。

対象 者 性 別は 男性 10

人，女性 14人 で 、平均

年 齢 は全 体 が 74 ．7 歳

で 、寝たきり群 77 ．7歳、

自立 群71 ．2 歳で あっ

た。対 象者 の 世帯 形態

は、1人暮らし4世帯、夫

婦の み 8世 帯、そ の 他

12世 帯で あっ た。住居

に つ い て は、対象 者 24

世帯 中 15世帯 が 集合住 宅 に住ん で い た。住宅 の 構造材 料

別 で は 木造 住 宅 は 7世 帯 で あっ た。

（2）外気温 湿度

　調査期間の気象庁東京管区気象台の 地 上気象観測 原

簿 による外気温 湿度をFig．1に 示す。8月期10日間で の 最高

気温 は 36．4℃ 、最 低気温は 24．5℃ 、平 均気温 は 30．2℃ で

あっ た。また、この 期間の 最高気温 は常 に31℃を超えて い

た．相対 湿度 の 最大 は90％、最 小は 32％、平 均は 67，1％ で

あっ た。9月期 10日間で は、最高気温は25，4℃ 、最低気温は

15，2℃ 、平均気温は20．2℃ で あり、相対湿度の 最大は 96％、

最 小 は 35％、平 均 は 70，2 ％ で あ っ た。

（3）室 内温湿 度

　8 月期・9月期の室 内最高温度 ・室内最低温度 ・室 内平

均温度 は、10日間 の デ
ー

タを平均 し た数値 を用 い、結 果 を

Fig．2に示す。8月期 の 室 内平均温 度は、寝たきり群 28．8℃ 、

自立群30．8℃ となり、有意 に 自立 群が高 い 。9月 期 は寝たき

り群 24，9℃ 、自立 ge23．2℃ で 、寝た きり群の 方が有意 に 高

か っ た。寝たきり群 で 8月期と9月期の室内平均温度の差は

3、8℃ で ある の に対し、自立群で は 8月期と9月期の 室 内平

均温度 の差は7，6℃ で、寝たきり群 は 自立群より差は小さい。

　8月期の 寝たきり群中 の 室内最 高温 度は 33．g℃、自立群
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Fig，2　The 　mean ，　maximum 　and 　minimum 　ambient 　temperature　in
　　　　　　　　　　 suヒ）jects　house

は 38、5℃、同 様 に、寝たきり群 中 の 室 内最 低温度 は23．2℃、

自立群 は25．8℃ で あ っ た。 寝たきり群中 の 9月期の 室内最

高温度 は29．2℃、自立群 27．5℃、寝たきり群中の 室内最 低

温 度は26．7℃ 、自立群24，4℃ で あっ た。

　なお、8月期の 室内平均 相 対湿度は、寝たきり群 559 ％、
自立群57．7％ となり、同様に9 月期は寝たきり群 57．1％、自立

群 60．7％で あっ た。8月期では差が見 られず、9月期で は 自

立群がやや高か っ た。

（4）空気環 境

　Fig．3に空気環境 の 実測 値を示す 。 対 象 29件 の 換 気率平

均 値 は 5．正回！hで あり全般的に 換気 量 は大きか っ た。ただ

し、換気 率が 1回 1h以下で 低 い 家は0．08回 1hと0，76回 ／hの 2

件 で あっ た。聞き取り調査による8月と9月 の 換気時間と相関

分析を行 っ たが、相 関関係は み ら れなか っ た。また CO
ゴ

CO 、・HCHO と相関分析を行っ た結果、　CO2濃度に つ い て の

み相関係数 0．44（Pく O．05）で 負 の 相関が みられ た。寝たきり

群 ・自立群別で は両 者に有意な差 はみ られなか っ た。住宅

形態別で も、両者に有意な差はみ られ なか っ た。

　CO2およびCO に つ い て は建設物 に おける衛 生的環境 の

確保に 関する法律 （ビル 管理 法）の基準値（それぞ れ CO2

濃 度1000ppm 、　CO 濃度 leppm ）、HCHO に つ い て は WHO

EUROPE の 基準値 〔80ppb ）で 評価した 。 29件 の 平 均値 で は

CO2 濃度 696PPm ・CO 濃 度 6・38PPm お よび HCHO 濃 度

4 ．00ppb と基 準値 以 下 で あっ た が 、CO2 に つ い て は 2件

（1393、1303ppm ）、CO も2件〔10．35、10．33ppm ）が基準値以

上 の値を 示 し た。寝た きり群 自立群別 で は 、CO2 濃度、　CO

濃度お よびHCHO 濃度 に つ い て 、寝たきり群 17件 の 平均値

はそれぞれ716ppm 、　6．34ppm 、　3．77ppb で あり、自立群12件

の それ は 667ppm ．　6．43ppm 、　4．33ppb で あっ た 。 3種類の 空

気 質濃度 に つ い てそれ ぞれ両 者に有 意な差はみ られ な

か っ た。

（5）真菌

　カビセ ン サ
ー
の 応答 結果 は 、ほ とん どが （

一
）の 反応 で あっ

た。しかし8月は 1件の み 、自立群の 布団で 反応がみ られ

た 。 9月は4件、そ の 内1件は寝たき り群 で寝室と居 間 に 反応
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Fig．3　Air　changes 　rate 　and 　indoor　air　quarity　in　the
　　　　　　　 subjecLs 　house

をし、残り3件は 自立高齢者 で 、内訳 は 1件 は 居 間ね 件 は 台

所、1件 は 布 団、寝室、居間の 全部に反応 した。落下真菌に

つ い て は、コ ロ ニ ー数と
一

週間あたりの掃除回数、換気率お

よび ク
ー

ラ
ー

の 使 用 の 有無など、生活 習慣との 間に相 関関

係 は 見られなか っ た 。 また、自立群 と寝たきり群の 間 に お い

ても有意な差は見られ なか っ た。

4．考察

　 我が国 の今夏に お ける気象状 況は、真夏 日（最 高気 温

が 30 ℃を超え る 日）が、気象庁観測史上最長の連続 日数

（37 日）を記録したほどの 猛暑 であ っ た 6｝
。 また、シカゴで は

今年の 7月、最 高気温 41．1℃を記録し、40℃以 上 の 日が 4日

間続き、こ の 時、熱中症によ り500 人以 上が死亡したとの 報

道 が あっ た 7）。

　 高温が続 い た年に は 熱中症が 多発す る こ とに つ い て は

多くの 報告が あ る。特に、高齢者は 高温 に対す る体温調 節

能 力 が 劣り、か つ 種々 の 慢性疾患を有すこ とが 多い の で、

重症 熱中症 に罹り易 い ことが報告されて い る
S）。シカゴの 例

で は、500人 の死亡 者の うち、80％ が高 齢者 で あっ た。特 に、

寝たきり高齢者 は居室 内で 一日中生活 して い る 場合 が多

く、居室環境が健康に 及 ぼす影響が大き い ため、居室環境

の 実態を明らか にする ことは重要で あると思わ れ る。

　 高齢者・身障者に 配 慮した住宅熱環境評価基準値 （高

齢者生活 熱環 境研 究会 91年 改定）9）によると、高齢者に つ

い て の 推奨室温は、寝室 で は夏 期 25止 2℃、中間期 22± 2℃

とな っ て い る。Fig．2に 示 した ように、平均室 内温 度が この 基

準値 の 範囲 内 に ある もの は、8月期 で は、寝 たき り群 は 13件

中3件、自立群は 11件 中0件、同様に 9月期で は、寝たきり群

は 13件中3件、自立群 は 11件 中6件 で あっ た。自立群 の 方

一189−・一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japanese 　Sooiety 　of 　Human −Environment 　System

第 20回　 人間
一生 活環境 系 シ ン ポジ ウム 　（福岡　1996 年 12月）

が寝たきり群 に 比 べ 、8月期と9月期 の 室 温 の 差が大きく、寝

たきり群 の方は 両期間の 平均室内温 度の 差が小さか っ た。

寝 たきり群は 自立群 に 比 べ 、クー
ラ
ー

の 使 用などに より本人

や家族 が室 内温度 に気 を配 っ て い たためと考えられ る。

　 聞き取り調査 の 回答を併せ て み る と、8月期で 寝たきり群

で は、基準値の 範 囲 内に あ る 人 は 3人 中2人 が 室内温 度に

対 して 「ちょうどよ い 」と答 え て お り、1人 が 「暑 い 」と答 え て い

る。反対に、寝たきり群で 基準 値以上 の 範 囲外 にある人は、
「暑 い 」と答えた人は 10人 中5人、「ちょうどよい 」と答 えた人

が 10人中5人で あっ た。寝たきり群の 半数の 人が室 内温 度

が 高い にもか か わ らず、そ の 温度を許容して い た。若年者

に 比 べ 高齢 者 の 温 熱 に 対す る感 受 性が 低下して い る こ と

を考え合わ せ ると、高齢者の 感覚だ けに頼るの で はなく、同

居する家族が 室内温度に気を 配 っ た り、温湿 度計 によっ て

温湿度を確認し、室 内温度を調 整することが重 要で あろう。

また、基準値が高 齢者の居住温 熱環境の 実態を反映して

お らず、低すぎると い うことも考えられ、更なる検討の 余地が

あると考えられ る。

　空気環境につ い ては、全般的に換気率が高か っ た理 由

として ．調査時大 部分の 家が窓 、ドア を開放して い た ことが

考えられ る。日本における こ れまで の 報告で は住宅室内の

換気率実測 値範囲は0．07か ら8．0回ノh，°）で あり、本調査 で も

0．08から9．4回ノhとほ ぼ同様な範 囲を示 した。諸外国 の 報告

で は 0．04 か ら4．25回 fhJa）で 、日本の 方が換気率は 高い 。 し

かし近 年、わが 国 の 住宅も気密性 が高まっ て きて おり、本調

査で も換気率0，08 回／hの 住宅が あ っ た。こ れ は こ の 住宅が

窓、ドア を閉めて い た ことと、高 気密 高 断熱仕 様 の 住 宅 で

あっ た ことなどが原因として 考えられ る 。 こ の ような住宅で は

換気不足 になりやす い の で、十分換 気には注意 が必 要で

ある。

　 また、全般的に CO 濃度 が基準値 に 比 べ 低か っ た の は、

調査期 間が夏期 で CO の 主な発 生源 で ある 各種 開放型 の

燃焼器具の 使用がなか っ たため と思われ る 。 冬期に は これ

らの 使用 によ り、CO 濃度 が 上 昇するため今回基準 値 以下

であっ た住 宅でも、十分換 気 に 注意 する必要が ある。CO 濃

度が基準値 を上回 っ て い た 2件の うち1件は、タバ コ が 主な

汚染源と考えられ る。他の 1件 に つ い て は室内外の どこ か に

汚染源があっ たた め と思わ れ る が 、今回 の 調査 で は 特 定で

きなか っ た。

　 合板に 使用 され る接着 剤な どが 主な発 生源 とされる

HCHO 濃度に つ い ては、100から5000ppbの 範囲 で 目へ の

刺激．催涙性、上 部気道 へ の刺激などを感じるとされ て い る

1ηが、今回基準値 を上回 っ て い るもの はみられなか っ た。し

かし、一般 住宅 も高 気密化しつ つ あ る現在 、1日中室 内で

生活 す る 高齢者 の 例 な ど を考 慮す ると、機械換気 によ る 常

時換 気の 必 要 性 も生 じて くる で あろう。

　現 在 日本 に は住 宅 の 空気環 境に関す る基準 値はな い 。

オフィ ス ビルや 劇場などの 場合、空気環境は利用 者全体に

影 響をおよぼす ため、基準値 設定 に より改 善す る ことが で き

るが 、住宅は個人 的問題で 制約する ことが難しい 。しか し

住 宅 は 健 康な成 人だけ で なく、あらゆる環境因 子 に 対 す る

抵抗 力 の 弱 い 乳幼児や 高齢者 が長時 間滞在する の で 、今

後住宅に対する環境基準設定 が必要で あると考えられる。

5．まとめ

　本研 究で は、都 市部 にお ける高齢者 の 夏期居住環境に

つ い て の 実 態把握を目的に、室 内温 湿度 の 測定、空気質
・

換気率の 測定、カビセ ンサーを用い た環境評価、落下真菌

量の 測定、聞き取り調査を実施し た。

　そ の 結果 、寝たきり群 の 温度 は自立群 の それ に 比 べ 、外

気温度の変化によ る影響が 少なく、比較的安定し た環境が

保た れ て い た 。 し か し室内平 均温度 が比較的高 い 環境に

ある寝 たきり群の 半数が室 内温度を 「ちょうど良 い 」と評価し

た。空気環境に つ い て は全般的に 良好で 、またカビセ ン

サ
ー

の 応答や 落下真菌に つ い て は、殆ど問題 の な い 結果

で あっ た 。 高齢者は室 内で 過ごす時間が長く、また感受性

や 免疫力 が低下して い る場 合が考えられるので 、室内環境

管理 はより重要で ある と考えられ る。
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